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　スカイツリーの足元の商業施設は、５月２２日に向け

て今、追い込み工事の真っ最中です。新タワーには１０

か所を超える候補地が名乗りを上げておりました。秋

葉原の線路敷、新宿の南口、池袋の造幣局跡地、よみ

うりランド、埼玉の新都心、また東京タワーの上にタワー

を被せるという案もありました。ここが選ばれたポイ

ントは、誰がやるか、誰の土地であるかが明確だったこ

とが決定的だったと私は思っています。東京の東側で

あるということもあって下町の支援をコンセプトに

２００８年夏に着工しました。

　タワーのデザインのポイントの一つは三角から丸に

トランスフォームすることです。このタワーは東京タワー

と比べて裾が非常に狭い。狭い敷地で強固な構造物

をとるにはできるだけ足を

開かなきゃいけないわけ

ですが、丸だと支点と支点

の間が６０ｍしか取れない

けど三角なら７０ｍ弱取れ

るので足元は三角と最初

から決まっていました。た

だ展望台はどこもかしこも

見えるように丸くなきゃい

けないというので三角から

丸に移っていくデザインに

至ったわけですが、見る方

向によっては傾いて見え

るため、ずいぶん工事現

場に投書があったそうです。

第一展望台は３５０m、その

１００ｍ上に第二展望台があ

ります。その上にアンテナ

をくっ付けるメイン塔があっ

て合わせて６３４ｍです。

　２つ目のデザインのポイ

ントは安全性です。これ

は世界一の自立型の電波

塔ですが、これよりちょっ

と小さい外国のタワーは

みんなコンクリートです。

なぜ鉄骨かというと、やは

り日本が大変な地震国だ

からというのが大きい。

軽くしないと地震の揺れ

で壊れてしまうので鉄骨造を選ぶことにためらいはあ

りませんでした。その鉄骨造もトラスで組んで接合部

は全部溶接でできています。これだけ高い所ですから

てっぺんは下の方の倍の風が吹きます。風が構造物

に与える影響は２乗で効きますので２倍だと４倍強くな

るということです。だからまずその風に対して構えな

ければいけない。

　次は地震です。レベル３、つまり２０００年確立に対し

て倒壊しないレベルの安全性を持っています。その設

計のポイントの１つは基礎です。基礎には上からの力

に耐えるだけじゃなく、引き抜かれないような技術が

採用されていて、これは大変な構造物です。二つ目の

ポイントは心柱制震。直径８mの鉄筋コンクリートの筒

です。鉄筋と鉄骨は揺れ方が違って、鉄骨はゆっくり大

きく揺れ、鉄筋は小さく揺れます。性状が違うものを

ゆるくくっ付けると、揺れ方の違いで揺れを相殺します。

１２５mのところまでが一体構造で、その先は柔らかい

構造で鉄骨部分と繋いであり、これで揺れ幅を５割以

下にすることができます。一番高いところで想定して

いる風の強さ８３ｍ。部材の数６,０００。重さ６７,０００ｔ、そ

の半分は鉄骨の重さです。

　予想来場者数、初年度５４０万人、１日平均１５,０００人

と予想しています。年間３,３００億の経済効果があり、そ

の半分は墨田区で受けとめるという事業計画です。

　ありがとうございました。




